
視察先事業所紹介 

社会福祉法人 新冠ほくと園 

 ●ミルト 就労継続支援 B 型 定員４０名              

  ・ベーカーリー工場  ・スイーツ工場  ・餅工場   

  ・従たる事業所 第２ミルト 食品加工業（カップとろろ・醤油の素シリーズ・男の南蛮シリーズ） 

  ・店舗：  niikappu sweets marche みると  レ・コード館 優駿の塔 喫茶ぶれす 

  

 ミルトは、「パン工房 ミルト」として１７年前に、８名の通所分場でスタート。当初はパンやクッキー等

の焼き菓子を行っていましたが、１０年前に利用者の「ケーキを作って売りたい」の一言から、本格的な生

スイーツの製造販売をはじめました。その際に、札幌より有名パテシエを採用し、製造員、販売員、支援員

と役割を分業化し、スタッフの力が発揮できる環境を作ることで、売上増と工賃増を目指しています。 

昨年１２月に、道の駅ゾーンに 「にいかっぷキッチン」（4 店舗での複合店）内に 「niikappu sweets 

marche みると」を移転オープン。商品へのこだわりと様々な仕掛けで、ＧＷは 1日約８００人の来客がある

など、1日平均来客数は、２００人をこえている状況です。 

     
 

●サポートセンター「えましあ」 

  ・共同生活援助事業  定員７２名  

・就労継続支援 B型事業  定員２４名  店舗：ダイニングサロンえましあ 

  ・新冠町相談支援事業所 相談室「かける」 ・新冠町地域活動支援センター 
 

「えましあ」は、法人の公益事業の拠点として、平成 28 年にできた多機能事業所です。コンセプトは、『共

生』『つながり』『笑顔』『学び』の多世代交流ステーションとして、子供から高齢者まで、多世代交流事業と

して、年間７５事業に約１,６００人（人口約５,６００人）が参加し、お互い様の地域づくりを目指してい

ます。 

地域のホッとスペース事業の、ダイニングサロン「えましあ」では、昼食と夕食を、家庭の味でワンコイ

ン提供。地域循環型システムの考えから、地場産の規格外の野菜や鮮魚を使用したり、全国の障がい事業所

の商品を活用しています。昼食はビッフェスタイル、夕食は定食スタイルで行っており、1 日平均約１００

人の地域の方が食事をされている地域食堂です。 

 



社会福祉法人浦河べてるの家 

□ べてる就労サポートセンター 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

べてるの家は、１９８４年に設立された北海道浦河町にある精神障がい等をかかえた当事者の地域活

動拠点です。そこで暮らす当事者達にとって、生活共同体、働く場としての共同体、ケアの共同体とい

う３つの性格を有しており、１００名以上のメンバーが地域で暮らしています。 

べてるでは、自分を助けるプログラムとして多くのミーティング、ＳＳＴ、当事者研究を行っていま

す。これらはメンバーが病気とうまく付き合いながら地域で暮らすために、仲間の応援をもらいながら

行っています。べてるでの取り組みを学ぶため、世界中から毎年２，５００人以上の研究者・見学者が

訪れます。 

～仕事内容～ 

特産の日高昆布の加工販売を中心とし、本・ビデオ・グッズの製造や販売、共同住居のゴミ回収や製

麺作り等を行っています。 

        

～カフェぶらぶら～ 

「カフェぶらぶら」は、「ゆるゆる、スロー」をテーマにした交流の場として、２００９年にオープンし

ました。大通り商店街に位置する空き店舗を土と藁を用いて改装、「カフェ（カフェぶらぶら）」として

リニューアルし、「繋がりを生み出す場」として活用されています。 

日替わりランチも充実しており地域の方々も多く訪れます。べてるの商品をはじめ、地域の方たちの商

品の店頭販売を行う他、全国からの来客者への研修・オリエンテーションの場としても活躍しています。 

 

 

□ べてる生活サポートセンター 

●共同生活援助（グループホーム） 

べてる、フラワーハイツ、潮見ハイツ、ぴあ など 

□ 訪問看護ステーション マーラ 

 

● ベテスダ（就労継続支援 B型、生活介護） 

・日高昆布商品製造、通信販売 

・カフェぶらぶら、店頭販売 

●ミナ（生活介護） 

・オリエンテーション ・CD 販売、創作活動 

 

□ ヘルパーステーションマルコ 

 

●ノア（就労継続支援 B型） 

・製麺 

・環境清掃（ゴミ回収、清掃）、リサイクル 

・農作業 

・パーソナルアシスト 


